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平成２９年(２０１７年)１０月２３日 

都 市 計 画 審 議 会 資 料 

都市政策推進室中野駅周辺計画担当 

中野四丁目新北口地区まちづくり方針（素案）について 

中野四丁目新北口地区まちづくり方針の策定に向け、素案をとりまとめたの

で報告する（詳細は別紙参照）。 

１．中野四丁目新北口地区まちづくり方針策定の目的 

 中野四丁目新北口地区まちづくり方針（以下、「まちづくり方針」という。）

は、中野駅北西部にあたる中野四丁目のうち、東側に位置する約８ヘクタール

を範囲とした地区を「中野四丁目新北口地区」（以下、「本地区」という。）とし、

本地区における目指すべき都市像や土地利用、空間形成、公共基盤整備などの

方針、その実現に向けた都市計画及び都市開発事業の考え方を示すことによっ

て、より良好なまちづくりへと誘導することを目的として策定する。 

位置及び範囲図 
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２．本地区のまちづくりに係る主な経緯 

 

 平成２４年 ６月 中野駅周辺まちづくりグランドデザインＶｅｒ．３策定 

 平成２６年 ６月 区役所・サンプラザ地区再整備基本構想策定 

 平成２７年 ３月 中野駅西側南北通路等に係る都市計画決定 

 平成２８年 ４月 区役所・サンプラザ地区再整備実施方針策定 

 平成２８年 ９月 区役所・サンプラザ地区再整備事業に係る協力協定締結 

          （区と民間事業協力者、区とＵＲ都市機構） 

 平成２８年１２月 新しい区役所整備基本計画策定 

 平成２９年 ３月 中野区役所の位置の変更に関する条例制定 

 平成２９年 ３月 中野四丁目西地区市街地再開発準備組合設立 

 

３．本地区におけるまちづくりの必要性 

（グローバル都市づくり） 

○ 本地区は中野四丁目地区としてのまちづくりに加え、グローバル都市づくり

の中心となる拠点整備を進めることにより、中野はもとより東京西部都市圏

のシンボル空間として地域活性化をけん引していくことが求められている。 

（国際競争力の強化） 

○ 中野区役所及び中野サンプラザが立地する中野駅新北口駅前エリア（区役

所・サンプラザ地区）は、地域経済の発展、国際競争力の強化に資する都市

機能が立地しやすい大街区化及び高度利用を図っていく必要がある。 

（立地を生かしたまちづくり） 

○ 中野四丁目新北口西エリア（中野四丁目西地区）は、高度利用を図るまちづ

くりの機運が高まっており、中野駅新北口の開設によって中野の顔となる立

地特性を生かしたまちづくりを誘導していく必要がある。 

（駅とまちの連携） 

○ 中野駅西側の南北通路及び橋上駅舎の整備に伴い、中野駅北側のまちの玄関

口となる新北口駅前広場の整備を計画しており、より機能的で効率的な交通

結節点として、駅とまちとの連携を重視したまちづくりが求められている。 

（交通環境の改善） 

○ 近年、中野四季の都市（まち）の開発における昼間人口の増加などにより、

歩行者、自転車、自動車の動線が交錯しており、中野駅周辺の交通環境につ

いては、根本的な解決を図っていく必要がある。 

（街区再編の必要性） 

○ 本地区におけるまちづくりの背景や課題を踏まえ、土地の有効利用及び安全

で円滑な交通結節機能の実現に向けた街区再編が不可欠となっている。 
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４．本地区が目指す都市像とまちづくりの方針 

 

（１）本地区が目指す都市像 

「グローバル都市としての中心核を形成する中野のシンボル空間」 

文化・芸術、経済、スポーツなどのグローバルな活動を支える多様な都市機

能が集積する中心核を形成し、中野のシンボル空間として新たな価値と成熟し

たライフスタイルを発信し続けることにより、中野をはじめとする東京西部都

市圏の活性化をけん引していくことを目指す。 

 

（２）まちづくりの方針 

【方針Ⅰ】グローバル都市にふさわしい拠点形成 

国際競争力の強化に貢献する拠点を形成するため、立地特性を生かした高度

利用を誘導する。また、中野のシンボルと同時に、東京西部都市圏の新たなシ

ンボルとなる景観を形成する。 

 

  土地利用：国際競争力の強化に貢献する拠点形成 

  景観形成：東京西部都市圏のシンボル形成 

 

【方針Ⅱ】にぎわいと安全・安心の空間創出 

中野の魅力を発信し続けるにぎわい空間の創出とともに、充実した集客交流

空間と歩行者ネットワークの整備・誘導によって、平常時、非常時ともに安全・

安心が確保された空間を創出する。また、低炭素化につながる環境性や災害時

でも業務継続できる防災性に優れた空間を創出する。 

 

  にぎわい：中野の魅力を発信するにぎわい空間創出 

  安全・安心：平常時・非常時ともに安全・安心な空間創出 

 

【方針Ⅲ】ユニバーサルデザインによる公共基盤整備 

中野駅周辺における回遊性の向上に資するユニバーサルデザインによる歩行

者動線を計画配置するとともに、交通広場や自転車・自動車駐車場、滞留空間

の機能的かつ効果的な配置により、中野の交通結節点としての利便性向上を図

る。 

 

歩行者ネットワーク：中野駅周辺における回遊性の向上 

 交通機能：交通結節点としての円滑化・利便性向上 
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道路、駐車場等の配置イメージ 

５．実現に向けた事業手法 

まちづくり方針に基づき、将来にわたり都市の健全な発展と秩序ある整備を

図るため、関係者との調整を図りながら、土地利用や都市施設、市街地開発事

業に係る都市計画を定めていくとともに、本地区内における事業の具体化を進

めていく。 

６．今後の予定 

 まちづくり方針の策定は下記のとおり予定している。あわせて関連する中野

駅地区整備基本計画の改定作業とともに、都市計画に係る手続を進めていく。 

平成２９年１０月  区役所・サンプラザ地区再整備推進区民会議 

まちづくり方針（素案）意見交換会 

１２月  まちづくり方針（案）策定、公表 

パブリック・コメント募集開始 



中野四丁目新北口地区まちづくり方針 

（素案） 

中野区 都市政策推進室

別紙
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第１章 中野四丁目新北口地区まちづくり方針の策定 

 

１．策定の目的 

 
中野駅の北西部に位置する中野四丁目地区は、警察大学校等の移転に伴うまちづ

くりを進め、平成２４年にはオフィスビルや大学、病院、公園など多様な都市機能を備え

た中野四季の都市（まち）がオープンしました。就業・就学者や来街者によって日々にぎ

わい、中野の新たな魅力ある空間として親しまれています。 
 
中野四丁目地区のうち、中野四季の都市（まち）と隣接した東側に位置する地区には、

昭和４３年に中野区役所が、昭和４８年に中野サンプラザが竣工し、中野のシンボル空

間として中心的な役割を担ってきました。平成６年には中野四丁目東地区第一種市街

地再開発事業によって高層の住宅商業棟や業務棟が完成し、都市機能の高度化や居

住環境の向上が図られました。 
 
中野区役所及び中野サンプラザは、竣工から半世紀近くを経て更新の時期を迎えて

おり、中野区役所は中野四季の都市（まち）へ移転、中野サンプラザは中野区役所跡

地とともに再整備することを計画しています。さらに中野駅西側の南北通路及び橋上駅

舎の整備に伴い、北側のまちの玄関口となる新北口駅前広場の整備を計画しており、

より機能的で効率的な交通結節点として、駅とまちとの連携を重視したまちづくりが求め

られています。 
また、北西の街区では、高度利用を図るまちづくりの機運が高まっており、中野駅至

近であるポテンシャルを引き出すまちづくりが望まれます。 
 

こうした状況を踏まえ、当該地区を「中野四丁目新北口地区」と位置付け、中野四丁

目新北口地区における目指すべき都市像や土地利用、空間形成、公共基盤整備など

の方針、その実現に向けた都市計画及び都市開発事業の考え方を示すことによって、

より良好なまちづくりへと誘導することを目的として、中野四丁目新北口地区まちづくり方

針を策定します。 
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２．地区の位置及び範囲 

 
中野四丁目新北口地区の位置及び範囲は、下図に示す約８ヘクタールとします。 

 
中野四丁目新北口地区のうち、中野区役所及び中野サンプラザ敷地等と新北口

駅前広場との一体的整備を計画している南側街区を「中野駅新北口駅前エリア（区役

所・サンプラザ地区）」、まちづくりの機運が高まっている北西側街区を「中野四丁目新

北口西エリア（中野四丁目西地区）」、既に市街地再開発事業が完了している北東側

街区を「中野四丁目新北口東エリア（中野四丁目東地区）」とします。 
 
■位置及び範囲図 

 
  

橋上 

駅舎 
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３．方針の位置付け 

 
本方針の上位計画は、中野区基本構想や新しい中野をつくる 10 か年計画（第３次）、

都市計画に関する基本的な方針である中野区都市計画マスタープラン、中野駅周辺

のまちの将来像や整備方針を示した中野駅周辺まちづくりグランドデザインＶｅｒ．３などと

なっています。このほか、中野駅周辺各地区のまちづくり方針や関連計画との整合を図

るものとしています。 
 
本方針は、そうした上位計画や関連計画を踏まえ、中野四丁目新北口地区がめざ

す都市像を描き、都市計画の考え方の基礎となるまちづくりの方針、実現に向けた事業

手法などを示したまちづくりの指針となるものです。今後、本方針に基づき、将来にわたり

都市の健全な発展と秩序ある整備を図るため、土地利用や都市施設、都市開発事業

に係る都市計画を定めていくとともに、関係者との調整を図りながら地区内における事業

の具体化を進めていきます。 
 
■計画体系図 
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４．上位計画 

 
本方針の上位計画となる東京都の都市づくりのグランドデザイン（平成２９年９月策

定）、中野区都市計画マスタープラン（平成２１年４月改定）及び中野駅周辺まちづくり

グランドデザインＶｅｒ．３（平成２４年６月策定）における関連事項は、次のとおりです。 
 
（１）都市づくりのグランドデザイン 
 

中野の位置づけとなっている「中枢広域拠点域」では、「高密な道路・交通ネットワー

クを生かして、国際的なビジネス・交流機能を有する中核的な拠点が形成され、グロー

バルな交流によって新たな価値を生み続け」、「芸術・文化、スポーツなどの多様な特

色を有する拠点が数多く形成されるとともに、歴史的資源や風情のある街並みが保全・

活用され、それぞれが際立った個性を発揮し、相互に刺激し合うことで、東京の魅力を

相乗的に向上」させることを目指します。 
中野の将来像については、次のように描かれています。 
・ 街区再編や土地の高度利用が進み、商業、業務、教育、文化・交流、居住、医療、

防災などの多様な機能が集積し、中枢業務機能を支える利便性の高い拠点が形

成されています。 
・ 都市基盤整備により回遊性が高まり、サブカルチャー等の個性的な商業施設や独

自の文化を生かした、にぎわいや活力のあふれる市街地が形成されています。 
 

■東京都「都市づくりのグランドデザイン」における新たな地域区分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   東京都ホームページ 「都市づくりのグランドデザイン」 
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（２）中野区都市計画マスタープラン 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【中央部地域まちづくり方針】 
中野駅周辺においては、商業・業務や交流、高等教育、医療、文化機能など、多様

な都市機能が集積し、中野の顔としてまた東京の新たな顔としてふさわしい、個性的で

新しい魅力を発信する、活気とにぎわいにあふれたまちをつくります。 
また、その周辺部においては、みどり豊かな、暮らしやすい住環境の整備をすすめ、だ

れもが安心して快適に住み続けられるまちをつくります。 
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【中野駅周辺のにぎわいと環境の調和するまちづくり】 
中野駅周辺の「商業・業務地区」は、再開発などによる土地利用の高度化、景観の

向上や駅前交通結節機能などの交通環境の改善・整備をすすめながら、人々が働き、

学び、集い、楽しむ「広域中心拠点」として育成します。このため、地区の状況に応じた

多様な手法を活用し、土地の高度利用をすすめ、公的施設や商業・業務施設、情報サ

ービス業をはじめとするソフト産業などの立地を誘導します。 
また、駅周辺道路、ペデストリアンデッキの整備などをすすめ、駅周辺の回遊性を高

めるとともに、新井薬師方面への広がりをつなぐ工夫をします。 
区役所・サンプラザ地区については、中野駅・新北口駅前広場に近接し、警察大学

校等跡地の入り口となる立地を生かして、土地の高度利用を図りつつ、中野の顔として

ふさわしく、人々が集う交流とにぎわいの中心として十分な魅力を備えた業務・商業施

設などを導入します。 
 

（３）中野駅周辺まちづくりグランドデザイン Ver.３ 

 
【中野駅周辺の将来像】 

中野駅周辺は、区全体を「持続可能な活力あるまち」へとけん引する中野区の中心

拠点として、多様な都市機能が集約された「東京の新たなエネルギーを生み出す活動

拠点」となることをめざします。 
これまでの中野のまちの強みを活かしながら、最先端の業務拠点、個性豊かな文化

発信拠点、最高レベルの生活空間といった多彩な魅力を持ったまちを実現します。 
 

【中野四丁目地区のめざすべき姿】 
○ 中野四季の都市（まち）や区役所・サンプラザ地区の一体的整備によって生み出

される都市機能と豊かな緑を軸に、中野の新たな魅力を生み出している。  
○ 新たに進出する大学の集積、大規模な業務集積、集客・交流機能の集積、先

端的な知識・技術などを生かした産学公連携の推進により、これまで中野になか

った魅力を発揮している。  
○ 広大な緑あふれるオープンスペースと、高い防災性や環境に配慮された施設に

よって、安全で快適な空間となっている。  
○ 地域におけるグローバルな活動に対応した情報交流基盤が整い、活発なコミュニ

ケーションが交わされている。  
 

【整備方針】 
○ 区役所・サンプラザ地区における大規模集客施設と新北口駅前広場が、

一体的・連続的空間となるよう配置し、景観や交通結節機能、周辺地区
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への回遊性に優れた地区として整備します。 

○ 区役所・サンプラザ地区を大街区化し、周辺一帯の交通利便性に配慮し

て都市計画道路の再編を行います。  

○ 区役所・サンプラザ地区においては、新たな文化発信・交流拠点として、

イベントやコンベンションなど多用途・多機能に使える大規模集客空間

や、交流や憩いの広場空間を整備します。  

○ 区役所・サンプラザ地区の整備にあたっては、業務や商業などを中心に、

まちのにぎわいや新たな価値の発信地となるとともに、事業としての採

算性を十分に考慮した複合施設とし、民間開発事業者とのパートナーシ

ップによって整備や施設運営を行います。  

【中野四丁目西地区 整備方針】 

○ 区役所・サンプラザ地区等におけるにぎわいとの整合性や連続性を踏ま

え、土地の有効利用を図るため、地区計画などにより周辺の土地利用と

整合したまちづくりを誘導します。 
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第２章 中野四丁目新北口地区まちづくりの背景 

 

１．まちづくりの背景 

 
（１）中野駅周辺まちづくりの動向 

 
中野駅周辺各地区では、中野駅南口地区や中野駅西口地区、囲町地区において

都市計画を定め、都市機能の集積や広場空間の創出など面的なまちづくりを推進して

います。中野駅地区においては、中野駅西側南北通路及び橋上駅舎の整備に向けた

計画を進めています。 
また、中野区役所は、移転整備を進めるべく平成２８年１２月に「新しい区役所整備

基本計画」を策定し、平成３５年度の竣工を目指しています。 
こうした中野駅周辺各地区のまちづくりが進展する中、中野の顔である中野四丁目新

北口地区のまちづくりを着実に進め、中心核の形成を図る必要があります。 
 
■中野駅周辺におけるまちづくり動向図 

 

8 
 



（２）グローバル都市ＮＡＫＡＮＯの創造 
 

中野区では、中野駅周辺をはじめとする今後の都市再生の取組みを見据え、中野の

立地特性や集積する産業・文化等の強みを最大限に生かし、活力あるグローバルな都

市づくりを進めるための戦略である「中野区グローバル都市戦略」（平成２８年５月）を策

定しました。 
グローバル都市づくりの方向性として、「都市再生を軸としたグローバルビジネス拠点

の形成」、「集客力と発信力のあるグローバルな都市活動基盤の構築」、「外国人にも暮

らしやすい生活環境の整備」を掲げています。中野駅周辺については、「東京や日本の

国際競争力の一翼を担うグローバルな都市活動拠点と位置付け、区役所・サンプラザ

地区再整備をはじめとする中野駅周辺各地区における都市再生プロジェクトによって、

人・文化・産業・情報等の集積を高めるとともに、スマートな環境・防災都市づくりによっ

て、防災性や業務継続性、経済性、環境性に優れた空間を整備し、拠点性の強化を

図ります。」としています。 
 
（３）スマートな環境・防災都市づくり戦略 
 

中野区は、平成２９年１０月に「スマートな環境・防災都市づくり戦略（素案）」を公表し

ました。 
スマートな環境・防災都市づくりは、地球温暖化対策を視野に入れた低炭素化につな

がる環境配慮とともに、災害時業務継続地区（ＢＣＤ）の構築に向けた防災性強化によ

って、グローバル都市にふさわしい環境性と防災性に優れた持続可能な中心拠点の形

成を目指すものです。 
中野四丁目地区を対象範囲とし、中野四季の都市（まち）における高い環境性と防

災性を生かすとともに、中野四丁目新北口地区や囲町地区におけるプロジェクトにより、

災害時業務継続地区（ＢＣＤ）としての機能強化を図り、環境・防災都市づくりを先導して

いきます。 
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２．中野四丁目新北口地区におけるまちづくりの必要性 

 

（１）街区再編の必要性 

 

現在の中野四丁目新北口地区は、昭和３４年、３７年の都市計画決定を経て現在の

街区構成となり、昭和４３年には中野区役所が、昭和４８年には中野サンプラザが竣工

し、中野区における行政、経済、文化の中心地として機能してきました。 

中野区役所及び中野サンプラザは、竣工から半世紀近くを経て更新の時期を迎えて

おり、中野区役所は中野四季の都市（まち）へ移転、中野サンプラザは中野区役所等の

敷地とともに大街区化を図り、グローバル都市づくりの中心となる拠点整備を計画してい

ます。 
一方、戦後から続いた区内の居住人口の増加、近年では中野四季の都市（まち）の

開発における昼間人口の増加などにより、歩行者、自転車、自動車の動線が交錯する

中野駅周辺の交通環境については、改善が求められています。 

中野区役所の移転や拠点整備を契機とした街区再編によって、都市機能の高度化

や居住環境の向上を図るとともに、交通課題の根本的な解決を図っていく必要がありま

す。 

 

（２）地区を取り巻く状況の変化 

 

中野駅西側南北通路等整備のための都市計画を決定した平成２７年３月以降、中

野区役所移転計画の進展、区役所・サンプラザ地区再整備実施方針の策定、中野四

丁目西地区市街地再開発準備組合の設立など、地区を取り巻く状況の変化が見られ

ました。 

こうした状況変化や中野駅周辺のまちづくりの進展を踏まえ、中野四丁目新北口地

区一帯を中野駅西側橋上駅舎に隣接する利便性の高いエリアとして位置付け、目指す

べき都市像や土地利用、空間形成、公共基盤整備などの方針を示していく必要があり

ます。 

 
（３）中野四丁目新北口地区に求められる役割 
 

中野四丁目新北口地区は、中野四丁目地区としてのまちづくりに加え、グローバル都

市づくりの中心となる拠点整備を進めることにより、中野はもとより東京西部都市圏のシ

ンボル空間として地域活性化をけん引していくことが求められています。 
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中野駅周辺においては、中野の交通結節点としてハブ機能を発揮し、中野駅との機

能的連携とともに、隣接する中野四季の都市（まち）や囲町地区、中野五丁目地区、早

稲田通りの北側とも連携させ、動線を計画的に配置することによって周辺各地区との回

遊性の向上を図る必要があります。さらに、周辺各地区の立地特性に応じたまちづくりを

促し、より安全で快適な活力に満ちたまちへと導いていく役割も担っています。 
 
（４）中野駅新北口駅前エリアの動向 

 
中野駅新北口駅前エリアは、グローバルな都市活動拠点の形成を目指した区役所・

サンプラザ地区再整備の事業化とともに、土地の有効活用及び安全で円滑な交通結

節機能の実現に向けた街区再編を計画しており、中野駅西側南北通路及び橋上駅舎

に直結するエリアとして、周辺地区はもとより東京西部都市圏など広域への波及効果が

期待されています。 
区役所・サンプラザ地区再整備事業については、平成２６年６月には「区役所・サンプ

ラザ地区再整備基本構想」を、平成２８年４月には「区役所・サンプラザ地区再整備実

施方針」を策定、平成３０年度を目途に「区役所・サンプラザ地区再整備事業計画」の

策定を進め、事業化を図っていきます。 
 
「区役所・サンプラザ地区再整備実施方針」においては、再整備事業の全体コンセプ

トとして次の３点を示しています。 
■中野駅周辺におけるグローバルな拠点性強化をけん引 

区役所・サンプラザ地区再整備は、中野におけるグローバル都市づくりの核となるもの

であり、まちの魅力や利便性、快適性、収益性など価値を高め、人・文化・産業・情報の

源泉となる多機能複合型の都市活動拠点を整備し、中野駅周辺におけるグローバルな

拠点性強化をけん引していく。 
■世界を視野に入れた集客と発信を可能とする大規模な集客交流施設整備 

中野サンプラザホールは、区民をはじめ多くの人々に親しまれ、中野や中央線沿線

文化の醸成とともに、日本の音楽芸能の発展に寄与してきた施設である。これまで果た

してきた役割や積み重ねてきたブランド性を生かしながら、世界を視野に入れた集客と

発信を可能とする大規模な集客交流施設へと再整備していく。 
■周辺地区との回遊性を重視した機能配置 

グローバル都市の骨格形成を目指し、区役所・サンプラザ地区における都市活動拠

点整備を契機に、中野駅や駅前広場との機能連携や周辺地区との回遊性を重視した

機能配置を実現していく。 
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（５）中野四丁目新北口西エリアの動向 
 
中野四丁目新北口西エリアは、市街地再開発事業が完了している中野四丁目新北

口東エリアとともに、中野駅新北口駅前エリアに隣接する利便性の高いエリアとして、ポ

テンシャルを引き出していく必要があります。当該エリアでは高度利用を図るまちづくりの

機運が高まっており、地権者によって平成２９年３月に中野四丁目西地区市街地再開

発準備組合が組成されました。 
 

■中野四丁目新北口地区の状況変化 
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第３章 中野四丁目新北口地区の現況 

 

１．地形 

 

○ 中野四丁目新北口地区は、標高約４０ｍのほぼ平坦な地形となっていますが、昭

和４年頃に行われた、JＲ中央線との立体交差化にあたり、中野通りは従前の地盤

を掘り下げて整備されました。このため、中野通りのＪＲ中央線沿いが標高約３４ｍと

最も低く、最大約６ｍの高低差のある地形となっています。 

○ 現北口駅前広場や中野通りと中野四季の都市（まち）方面とは東西連絡路（中野

歩行者専用道第 1 号線）によって高低差の解消が図られています。 

○ 中野駅西側南北通路及び橋上駅舎における人工地盤面の標高は約４８ｍで、整

備を計画している新北口駅前広場との高低差は約８ｍとなります。 

■中野駅周辺の地形図 

 
      

東西連絡路 

中野四季の都市 

北口 
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２．土地利用 

 

○ 戦後、警察大学校等用地の無償譲与等により道路及び街区が構成され、中野駅

新北口駅前エリアは、中野区役所や中野税務署、中野サンプラザ等の公有地を中

心とした土地利用となっています。 

○ 中野四丁目新北口東エリアは、高度利用地区が都市計画決定されており、市街地

再開発事業により整備された業務・商業施設や住宅が立地しています。地区内の

一部には個別業務・商業建物が立地しています。 

○ 中野四丁目新北口西エリアは、東京都中野都税事務所が立地している他、主に住

宅用途を中心とした建物が立地しています。 

○ 中野駅新北口駅前エリア及び中野四丁目新北口東エリアの用途地域は商業地域

（容積率６００％、建ぺい率８０％）で、早稲田通り沿いを除く中野四丁目新北口西

エリアの用途地域は第１種住居地域（容積率２００％、建ぺい率６０％）となっていま

す。 

■当地区の建物用途図（平成２３年時データ） 
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■当地区の土地利用の変遷 

 

  

２０１７／０２（平２９）航空写真 

１９４７／０８／０８（昭２２）航空写真 

中野サンプラザ 

中野駅新北口駅前エリア 

まちづくり方針対象範囲 

中野区役所 

（地図・空中写真閲覧サービス‐国土地理院より） 
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３．都市施設 

 

（１）都市計画道路 

○ 当地区に係る広域幹線道路について、補助26号線（中野通り）は整備済みであり、

補助74号線（早稲田通り）の一部（環七通り～中野通り）は拡幅整備に係る事業中

となっています。 

○ 新北口駅前広場となる補助 223 号交通広場は平成２７年８月に事業認可を受け、

中野区土地開発公社が先行取得した用地の取得を進めています。 

○ 中野歩行者専用道第２号線（中野駅西側南北通路）が平成 27 年３月に都市計画

決定、同年８月には事業認可を受け、事業中となっています。 

 

■当地区の道路等整備状況 
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（２）都市計画駐車場 

○ 補助223号付属広場地下に都市計画駐車場が昭和37年に都市計画決定（囲町

駐車場、1.2ha、80 台）、平成 23 年に都市計画変更（中野駅北口駐車場、0.6ha、

70 台）され、現状未整備となっています。 

○ 中野区駐車場整備計画では、東京都駐車場条例に基づく地域ルールの導入によ

り、地域の実情に応じた附置義務駐車場整備台数確保を進めていく考え方が示さ

れています。 

 

■都市計画駐車場 
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（３）交通環境 

 

【歩行者】 

○ 中野四季の都市（まち）の就業・就学人口の増加に伴い、中野四季の都市（まち）

方面の歩行者交通量が多くなっています。 

○ 北側市街地方面との歩行者動線については、けやき通りや中野通り、補助 225 号

線を利用して駅へ向かう歩行者が多く見られますが、中野通りと補助２２４号線では

両側の歩道有効幅員が２～３ｍ程度であり、ゆとりをもって通行できる歩行者空間

が不足しています。 

○ だれもが安全で円滑、快適に移動できる歩行者空間が不足し、ユニバーサルデザ

イン、バリアフリーの施設・設備が不十分となっています。 

【自転車】 

○ 中野駅地区整備基本計画では、自転車駐車場を中野駅周辺の歩行者優先エリア

の外周に分散配置することとしています。 

○ 中野駅周辺自転車駐車場整備計画では、区役所・サンプラザ地区再整備におい

て１５００台の規模で自転車駐車場を整備することとしています。 

○ 自転車が安全で円滑に通行できるよう中野区画街路１号・２号には自転者歩行者

道が整備され、けやき通りには自転車走行レーンが設置されています。 

○ 自転車利用における安全性・快適性確保のため、自転車走行空間や自転車駐車

場の適正な配置が求められています。 

【自動車】 

○ 交通円滑化のために必要な荷さばき駐車場及びフリンジ部の駐車場の確保が求め

られています。 

○ 中野通りでは荷さばきを含む路上駐車が多く見られ、交通渋滞の解消、歩行者や

自転車が駅と北側方面を行き来する際の安全性確保が課題となっています。 

■中野通りでの路上駐車           ■駅周辺の自転車走行レーン 
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第４章 中野四丁目新北口地区が目指す都市像 

 

１．グローバル都市としての中心核を形成する中野のシンボル空間 

 

中野駅周辺まちづくりグランドデザインＶｅｒ．３における中野四丁目地区の目指すべき

姿は「先端的な都市機能と豊かな緑」であり、「中野四季の都市（まち）や区役所・サン

プラザ地区の一体的整備によって生み出される都市機能と豊かな緑を軸に、中野の新

たな魅力を生み出している」といった姿を描いています。 

 

中野四丁目新北口地区は、中野四丁目地区としてのまちづくりとともに、グローバル

都市づくりの中心となる拠点整備を進めることにより、中野はもとより東京西部都市圏の

シンボル空間として地域活性化をけん引していくことが求められており、中野四丁目地区

のめざすべき姿に加え、「グローバル都市としての中心核を形成する中野のシンボル空

間」といった都市像を目標としていきます。 
 

文化・芸術、経済、スポーツなどのグローバルな活動を支える多様な都市機能が集

積する中心核を形成し、中野のシンボル空間として新たな価値と成熟したライフスタイル

を発信し続けることにより、中野をはじめとする東京西部都市圏の活性化をけん引してい

くことを目指します。 

 
また、中野の交通結節点としてハブ機能を発揮し、中野駅との機能的連携とともに、

隣接する中野四季の都市（まち）や囲町地区、中野五丁目地区、早稲田通りの北側と

も連携させ、動線を計画的に配置することによって周辺各地区との回遊性の向上を図

っていきます。さらに、周辺各地区の立地特性に応じたまちづくりを促し、より安全で快適

な活力に満ちたまちへと導いていく役割を担っていきます。 
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２．まちづくりの方針 

 

グローバル都市としての中心核を形成する中野のシンボル空間を目指すため、次の３

点をまちづくりの基本方針とします。また、都市計画や都市開発事業につながる考え方

として、土地利用や景観形成、にぎわい、安全・安心、歩行者ネットワーク、交通機能の

各方針を示します。 

 

【方針Ⅰ】 グローバル都市にふさわしい拠点形成（第５章） 

【方針Ⅱ】 にぎわいと安全・安心の空間創出（第６章） 

【方針Ⅲ】 ユニバーサルデザインによる公共基盤整備（第７章） 

 

■方針体系図 
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第５章 方針Ⅰ グローバル都市にふさわしい拠点形成 

 

１．基本的な考え方 

 

○ 大規模なアリーナをはじめとする集客交流施設や業務・商業・宿泊などの多機能複

合施設により、地域経済の発展をけん引するとともに、国際競争力強化に貢献する

拠点を形成します。 

○ 職住近接につながる最高レベルの生活空間としてのレジデンス機能により職・住・遊

のバランスのとれた市街地を形成します。 

○ 一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき再開発促進地区として、立地

特性を生かした高度利用を誘導します。 

○ 中野のシンボルと同時に、東京西部都市圏の新たなシンボルとなる景観を形成しま

す。 

 

２．土地利用：国際競争力の強化に貢献する拠点形成 

 

【中野駅新北口駅前エリア】 

面整備事業や地区計画の導入、道路の都市計画の決定・変更によって街区再編を

行い、安全で円滑な歩行者動線や滞留空間が十分に確保された駅前広場を配置する

とともに、地域経済の発展、国際競争力の強化に資する都市機能が立地しやすい大街

区化及び高度利用を誘導し、集客力・発信力のある拠点を形成します。 

＜誘導する主な都市機能＞ 

○ 大規模なアリーナをはじめとする複数の集客交流施設 

○ 競争力の高い大型のフロアプレートを有するオフィス 

○ 新たなにぎわい軸を形成する商業施設 

○ ＭＩＣＥや観光、交流の拠点となるホテル 

○ 職住近接を実現する高品質なレジデンス 

○ 再整備によって創出されるオープンスペース 

○ 効率的な交通広場とゆとりある歩行者広場を有する新北口駅前広場 

○ 建物内の配置によって集約された都市計画駐車場と自転車駐車場  など 
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【中野四丁目新北口西エリア】 

中野駅新北口の開設によって中野の顔となる立地特性を生かし、一体的な土地の

合理的かつ健全な高度利用を図り、まちの活力増進を担う都市型複合機能を誘導す

るとともに、にぎわい創出と利便性向上に資する機能的な連携動線やオープンスペース

の整備を誘導します。 

＜誘導する主な都市機能＞ 

○ まちの活力増進を担う都市型複合機能 

○ 職住近接を実現する高品質なレジデンス 

○ 中野駅新北口駅前エリアなど隣接地区との機能的な連携動線 

○ 開発によって創出されるオープンスペース など 

■土地利用のイメージ 
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３．景観形成：東京西部都市圏のシンボル形成 

 

（１）シンボリックなスカイライン形成 

中野駅周辺に立地する高層建築群とその周辺が一体的なまとまりをもった東京西部

都市圏の新たなシンボル、ランドマークとなることを考慮したスカイラインを形成します。 

 

■シンボリックなスカイライン形成のイメージ 

 

（２）中野の個性を印象付ける空間デザイン 

中野駅新北口から周辺を見渡せる視認性や奥行感を得られる建物配置、無電柱化

された街並みなど、グローバル都市にふさわしく、中野の個性を印象付ける空間デザイ

ンを誘導します。 

 

■中野四季の都市（まち）の空間 
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第６章 方針Ⅱ にぎわいと安全・安心の空間創出 

 

１．基本的な考え方 

 
○ 多種多様な都市活動が繰り広げられ、中野の魅力を発信し続ける駅・まち一体の

にぎわい空間を創出します。 
○ 充実した集客交流空間と歩行者ネットワークの整備・誘導によって、平常時、非常

時ともに安全・安心が確保された空間を創出します。 
○ 低炭素化につながる環境性や災害時でも業務継続できる防災性に優れた空間を

創出します。 
 

■平常時、非常時を考慮した空間形成の考え方 

 

 
  

空間形成 平常時 非常時 

景観 集客につながるシンボル性 広域避難の目標、視認性 

みどりの 
ネットワーク 

安らぎ、潤い、温暖化対策 延焼遮断帯 

広場・交流空間 広場や交流空間のにぎわい 災害時の受入れ 

歩行者 
ネットワーク 

にぎわいを生み出す回遊動線 災害時の避難動線 

情報環境 地域観光・イベント情報発信 災害情報発信・避難誘導 

エネルギー・ 
防災 

エネルギー利用の効率化 災害時の業務継続性強化 

24 
 



２．にぎわい：中野の魅力を発信するにぎわい空間創出 

 

（１）集客交流空間 

各エリアの開発にあわせ、大規模なアリーナをはじめとする複数の集客交流施設（コ

ンサート、イベント、会議などの催事を開催できる会場及び付帯施設）や、来街者が安

全・安心に憩えるオープンスペースの確保を図ります。 

また、まちの価値の維持・増進に向けたエリアマネジメントを展開し、継続的な集客に

よってまちの活性化を図ります。 

 

＜誘導する集客交流空間＞ 

○ 最大収容人数１万人を目標とし、コンサートのほかスポーツイベントや展示会な

どにも使用できるよう広土間部分を組み込んだ「アリーナ」 

○ 会議等の開催に適した「コンベンション・カンファレンス」 

○ 飲食を伴う交流などに適した「バンケット（宴会場）」 

○ 再開発によって創出し、にぎわいや憩いの広場空間、歩行者動線となる「オープ

ンスペース」 

○ 広域からの誘客とともに、中野五丁目地区と連携して新たなにぎわい軸を形成

する「商業施設」 

 

（２）情報環境空間 

ＩＣＴ（Information and Communication Technology）・ＩｏＴ（Internet of Things）を活用

したまちの混雑状況や環境状況などのデータ収集・分析、リアルタイムな地域観光やイ

ベント情報等の発信を行う情報プラットフォームの構築により、来街者の回遊促進や安

全で円滑な移動とともに、災害時における避難誘導を図ります。 

 

■ICT・IoT を活用した情報環境のイメージ 
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３．安全・安心：平常時、非常時ともに安全・安心な空間創出 

 

中野四丁目地区を対象範囲としたスマートな環境・防災都市づくり戦略を踏まえ、地

球温暖化対策を視野に入れた低炭素化につながる環境配慮とともに、災害時業務継

続地区（ＢＣＤ）の構築に向けた防災性強化によって、グローバル都市にふさわしい環境

性と防災性に優れた持続可能な中心拠点の形成を目指します。 
 

＜環境戦略＞ 

○ エネルギー利用の効率化 

○ 歩行者優先、公共交通指向のまちづくり 

○ みどり豊かな都市環境の整備誘導 

＜防災戦略＞ 

○ 事業継続性の強化 

○ 災害対応力の強化 

○ 情報収集・発信機能強化 

 

■安全・安心な空間形成のイメージ 

 

26 
 



第７章 方針Ⅲ ユニバーサルデザインによる公共基盤整備 

 

１．基本的な考え方 

 

○ 中野駅西側南北通路等からつながるユニバーサルデザインによる歩行者動線の計

画配置により、中野駅周辺における回遊性の向上を図ります。 

○ 交通広場や自動車・自転車駐車場、滞留空間の機能的かつ効率的な配置により、

中野の交通結節点としての利便性の向上を図ります。 

○ 歩行者デッキなどの立体的利用により、交通の交錯を解消し、円滑化や安全性の

向上を図ります。 

○ 円滑な歩行者動線を確保するため、公民連携による公共基盤整備を検討していき

ます。 

 

２．歩行者ネットワーク：中野駅周辺における回遊性の向上 

 

（１）地区内外をつなぐ歩行者ネットワークの形成 

中野駅西側南北通路及び中野駅北口駅前広場からつながる歩行者デッキや地上

の歩行者動線により、中野四季の都市（まち）や中野五丁目地区、新しい区役所など地

区内外の円滑な歩行者ネットワークを形成します。 

 

（２）建物整備に合わせた新たな賑わい軸の誘導 

中野駅周辺における集客と回遊性を促進するため、建物整備にあわせ中野五丁目

の既存の賑わい軸と協調した新たな賑わい軸を誘導します。また、将来的な中野通り沿

道の建物の更新に合わせた歩行者デッキ等の接続に対応した設えを考慮したものとし

ます。 

また、中野通り沿道西側や補助２２４号線など街区周辺における歩行者ネットワーク

の拡充を図ります。 
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（３）歩行者ネットワークを結節する広場空間の確保 

歩行者ネットワークの結節点であり、人々が待ち合わせや憩いの場として滞留する歩

行者広場空間を、各開発に合わせて確保します。 

新北口駅前広場の歩行者広場空間については、中野通りと中野駅西側南北通路の

約 14ｍの高低差を踏まえ、その中間となる東西連絡路レベルにおいて交通広場と隣接

して設けます。また、中野税務署用地付近にも歩行者広場空間を設け、中野駅と中野

四季の都市（まち）をつなぐ歩行者デッキを整備します。 

 

■歩行者ネットワークイメージ 
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■歩行者広場空間イメージ（断面） 
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３．交通機能：交通結節点としての円滑化・利便性の向上 

 

（１）安全で円滑な交通ネットワークの整備 

土地利用の再編に合わせて地区内の道路再編を行い、機能的かつ効率的な新北

口駅前広場を整備するとともに、道路の立体的利用などにより、周辺一体の安全で円

滑な交通ネットワークを整備します。 

 

【新北口駅前広場整備】 

○ 中野駅西側橋上駅舎から多機能複合施設、中野四季の都市（まち）、囲町地区

へのアクセスに配慮した配置形状 

○ 中野駅周辺における公共交通需要に対応した交通広場 

○ 歩行者ネットワークをつなぐとともに、歩行者の滞留を受けとめる歩行者広場 

○ 中野駅西側南北通路や多機能複合施設に直結する歩行者デッキ 

 

【交通ネットワークの改善】 

○ 補助２２２号線の屈曲した線形及びけやき通りとのクランク状の解消 

○ 敷地の立体的利用によって確保する中野通りとけやき通りを結ぶ東西動線 

○ 中野区画街路 1 号線からつながる補助２２４号線の整備 

○ 早稲田通りの拡幅整備（東京都施行） 

 

（２）建物整備に合わせた公共的な駐車場等の整備・確保 

中野四丁目新北口地区における建物整備に合わせて、都市計画駐車場や自転車

駐車場の整備、荷さばきスペース、大型バスなどの乗降スペースの確保を図ります。 

 

【都市計画駐車場】 

中野駅新北口駅前エリアにおける建物整備に伴う附置義務駐車場と合わせて都市

計画駐車場を整備します。出入口の集約化を図ることで、周辺の歩行者空間の安全性

向上や車両の滞留抑制による低炭素化を目指します。 
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【自転車駐車場】 

中野駅新北口駅前エリアの建物整備に合わせて、公共自転車駐車場を整備します。

出入口は歩行者動線との交錯を避けるなど適切な位置に設けるよう配慮します。 

また、自転車駐車場の誘導動線となる幹線道路において、自転車走行レーンの整備

を図ります。 

 

【地域ルールの検討】 

附置義務駐車場については、駐車場法等に基づき必要な駐車台数を確保すること

を前提としつつ、東京都駐車場条例に基づく地域ルールの適用により駐車台数を適正

化していくことを検討します。 

また、中野通りにおいて課題となっている路上荷さばきへの対応として、中野四丁目

新北口地区の建物整備に合わせて、地域荷さばきスペースの確保を図ります。 

 

【大型バスなどの乗降スペース】 

アリーナをはじめとする集客交流施設やホテルなどの立地に伴い、観光バスや貸切

バスなど大型バスの来訪時利用が想定されることから、中野四丁目新北口地区の開発

に合わせて、大型バスなどの乗降スペースの確保を検討します。 

なお、アリーナについては、周辺交通に配慮しつつ、大型車両による円滑な資機材搬

入ができるような設えを考慮したものとします。 

  

31 
 



■道路、駐車場等の配置イメージ 
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第８章 実現に向けた事業手法 

 

１．面的まちづくりの考え方 

 

（１）面的なまちづくりの推進 

中野四丁目新北口地区は、都市機能の高度化及び居住環境の向上を図るため、大

街区化や高度利用といった面的なまちづくりを推進していく必要があります。 

面整備事業には、道路、公園等の公共施設を整備・改善し、土地の区画を整え宅地

の利用増進を図る土地区画整理事業や、敷地を共同化し、高度利用することにより公

共施設用地を生み出す市街地再開発事業などがあり、それぞれ法令に基づき、公益

性の高い事業として公平かつ公正に行われるものとなっています。 

また、建築物の建築形態、公共施設その他の施設の配置等からみて、一体としてそ

れぞれの区域の特性にふさわしい態様を備えた良好な環境の各街区を整備し、開発し、

及び保全するための計画である地区計画を定め、まちづくりを誘導する手法もあります。 

地区内の各エリアにおいては、適切な事業手法を適用し、段階的にまちづくりを推進

していきます。 

 

（２）事業化に向けた取組み 

本方針で示した事項の具体化や面的なまちづくりの事業化に向けて、中野区は地権

者、民間事業者、関係機関などと連携や協議、調整を図っていきます。 

都市の健全で秩序ある整備を図るため、面整備事業や公共基盤整備にあたっては、

都市計画を定めていくとともに、国等における補助・支援事業や都市再生、都市開発諸

制度などを活用し、着実に事業を推進していきます。 
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２．中野駅新北口駅前エリアにおける面整備事業 

 

中野駅新北口駅前エリアについては、新北口駅前広場の整備や周辺道路等の再配

置を進めるとともに、宅地の利用増進を図るための手法として、土地区画整理事業を想

定します。 

さらに、集客交流施設や多機能複合施設とともに、敷地内の歩行者空間、広場等の

整備を行うため、敷地を共同化し、高度利用を図る市街地再開発事業の適用を検討し

ます。 

また、エリア全体の良好な環境の誘導とともに、公共空間として機能する道路や通路、

広場等の配置を定めるため、地区計画の適用を検討します。 
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３．目標スケジュール 

 

 

 

H２９年度 H３０年度 H３１年度 H３２年度 H３３年度 H３４年度 H３５年度 H３６年度 H３７年度 H３８年度 H３９年度 H４０年度 H４１年度

中野四丁目
新北口駅前エリア

中野四丁目
新北口西エリア

中野駅地区整備

新庁舎整備

まちづくり

方針策定

基盤整備に係

る都市計画手

続き

再整備事業計

画策定

民間参画事業

者公募・選定

基盤整備着手

施設整備に

係る都市計画

手続き

新庁舎移転後、従前建物の解体除却

施設整備着手
竣工

計画調整、都市計画手続き、整備

基盤検討

中野駅地区

整備基本計画

改定

実施設計

建設工事

通路・駅舎竣工

駅ビル竣工

基本設計 実施設計 建設工事

竣工

＊さらなる短縮は実施設計等で検討
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「中野四丁目新北口地区まちづくり方針（素案）について」関連資料  
 

平成２９年（２０１７年）１０月２３日 
都 市 計 画 審 議 会 資 料 
都市政策推進室中野駅地区都市施設調整担当  

 
中野駅西側南北通路・橋上駅舎の整備について 

 

 

 中野区が整備する中野駅西側南北通路・橋上駅舎と東日本旅客鉄道（株）（以下「ＪＲ」

という。）が整備する駅ビルからなる道路一体建物について、ＪＲは工事費の縮減と工程の

短縮をめざし駅ビル計画内容見直しによる検討を進めてきた。検討の結果と今後の方向性

について報告する。 

 

１．駅ビル計画内容見直しの検討結果について 

 

・道路一体建物について、当初の基本設計時より建物５階部分が縮小されており、床面

積が約 2000 ㎡の減となる。 
・地質の再調査により建物を支持する杭を見直しており長さが一部短くなっている。 
・建物縮小及び杭長の見直しによる工期短縮及び建物本体工事に先立ち必要な工事であ

る支障移転工事の早期着手により、JR は工期が約１～２年短縮となるとしている。 
 

２．道路一体建物（南北通路・橋上駅舎・駅ビル）の見直し後の計画概要 

 

○ 道路一体建物の計画概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．今後の予定 

 

○ 実施設計及び支障移転工事着手に向けた協議 
・区では中野駅新北口駅前エリアの公共基盤の配置の検討を進めており、道路一体

建物と公共基盤配置の整合を図り、JR と実施設計協定締結の協議を進める。 
・建物本体工事の準備として行う支障移転工事には、できるだけ早期に着手できる

よう JR と協議を進める。 
  ○ 実施設計作業以降の工期短縮協議 

・南北通路・橋上駅舎の早期開業に向け、実施設計作業においても設計内容・工事

工程を検証し、さらなる工期の短縮を目指して JR と協力して進めていく。 

建築面積 6,399㎡ 

延べ面積 18,399㎡ 

構  造 S造 

階  数 地下１階、地上５階 

建物高さ 29.18ｍ 

建物用途 ２階   駅舎及び駅ビル店舗 

３～４階 駅ビル店舗など 

５階   駅施設など 
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